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  会議録 

会議の名称  社会教育委員の会議（11月定例会）会議録 

開 催 日 時 令和２年11月27日（金）午後２時から午後４時まで 

開 催 場 所  田無第二庁舎３階 会議室 

出 席 者 

委 員：高橋議長、長谷川副議長、岩崎委員、川原委員、北村委員、木下委員、 

河野委員、小松委員、菅野委員、攝賀委員 

事務局：江藤課長補佐兼社会教育係長、青木主事 

議 題 

報告事項 

（１）「地域学校協働活動」のあるべき姿（提言）について 

（２）東京都市町村社会教育委員連絡協議会第４ブロック研修会について 

 

議  事 

（１）今後の活動について 

（２）その他 

配 付 資 料 
資料１   社会教育委員の会議（９月定例会）会議録（案） 

資料２   西東京市社会教育委員の会議 議事候補一覧 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

●令和２年９月の定例会議の会議録について、承認する。 

 

 

報告事項（１）「地域学校協働活動」のあるべき姿（提言）について 
○事務局：  

 ・10月15日（木）に教育長へ提言を提出。 

 ・10月の教育委員会、11月の首脳部会議にて提言について報告。 

 ・市HPに提言を掲載。市内全小中学校へ提言を送付。 

 ・西東京の教育（11月15日号）にて提言の提出についての記事を掲載。 

 

○議 長：今後の進捗についても随時報告をお願いしたい。 

 

 

報告事項（２）東京都市町村社会教育委員連絡協議会第４ブロック研修会について 
○事務局：  

・アンケート集計結果からも、参加者の満足度は高かったことが窺える。 

・コロナ禍での開催となったが、他市の事例を知るだけでなく、西東京市の現状についても改めて確 

認するなど、皆さまの協力により有意義な研修会が開催できたと感じている。 

 
○議 長：講演及び事例発表を担当した委員には改めて感謝申し上げたい。 
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議事（１）今後の活動について 
○議 長：まずは事務局より説明をお願いしたい。 

 

○事務局：下記のとおり説明 

 ・９月定例会時にも資料として提出しているが、今後の議事について、皆さまで検討いただきたい。 

（資料２） 

 ・事務局より、今後皆さまに意見等をいただきたい議事が生じた際は、定例会内でお時間をいただき 

たい。 

 

○議 長：それでは事務局からの説明を踏まえて、今後の議事を検討していきたい。 

     事務局へ回答してから期間が空いてしまったため、各委員より補足をお願いしたい。 

 

○委 員：議事候補（No.1）について 

     各委員の専門（興味関心）分野について調査し、定例会にて報告する。 

 

議事候補（No.20）について 

     継続した議事ではないが、提言を提出した後にディスカッションやフィードバックの機会を 

設けてほしい。 

 

○議 長：議事候補（No.2）について 

     提言にてモデル校の実施経過の検証について触れている。モデル校での実践結果を踏まえ 

て、課題の抽出や推進に向けた対策の検討を行っていきたいと思う。 

 

○委 員：議事候補（No.4,6）について 

     地域学校協働活動を推進するにあたって、「人材」は重要であると考える。 

     学校施設開放運営協議会など、地域の意見に耳を傾け、現状を理解することが大切なのでは 

ないか。 

 

○副議長：議事候補（No.5）について 

地域の実情を把握し、持続可能な体制づくりや人材の発掘・確保について検討したいと思 

う。 

 

○委 員：議事候補（No.9）について 

     社会教育委員としてどのように役割を果たしていくのか、改めて考えていく機会を設けたい 

と思う。 

 

○委 員：議事候補（No.10）について 

     「新しい生活様式」を踏まえて、社会教育のあり方についても考えていく必要があるのでは 

ないか。 

 

○委 員：議事候補（No.11）について 

     新型コロナウイルスの影響により「密」の回避など、取り巻く環境が変化している。 

     このような状況を踏まえて、感染予防策を講じながら繋がりを維持していく方法について、 

検討していきたい。 

 

○委 員：議事候補（No.12）について 

     新型コロナウイルスが収束した後も、社会教育を取り巻く環境は変化していると思う。 

西東京市ではどのように対応していくのか考えたい。 
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○委 員：議事候補（No.14）について 

     働く場や個人の持つスキルが多様化している中で、家庭環境が不安定になっている部分もあ 

ると思う。 

また、オンラインでのやり取りが増えていく中で、学ぶ意欲を持ち続けることが難しい人に 

対してどのように接していくべきかについても検討していきたい。 

 

○委 員：議事候補（No.16,18）について 

     「場の提供」について、様々な面からあるべき機能等を考えてみたい。 

    （例：中高生の勉強、18歳以上のスポーツ活動、不登校の子どもの居場所） 

 

○事務局：会議時間の都合上、11月定例会内にて議事及び進め方を決定することが難しいと考える。 

     事務局にて皆さまの意見をまとめた資料を作成し、確認・決定いただく流れではどうか。 

 

○議 長：事務局から提案があったがいかがか。 

 

○全 員：異議なし。 

 

 

議事（２）その他 
※第63回全国社会教育研究大会石川大会について 

・分科会事例発表を希望する場合は、事務局へ連絡をお願いしたい。 

 

 

※関東甲信越静社会教育研究大会（新潟大会）について 

・大会冊子等について、期間限定で公開される予定。 

 ⇒改めて事務局より共有する。 

 

 

 

 

 

 

                             ※次回会議 

12月25日（金）午後２時 

田無第二庁舎４階 第１・２会議室 

 


